













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































色彩名悟劃 主 な 語 彙　（783曲中）
白
赤
青　（水）
七　　色
（ネオン）
黒
ピン　ク
染める
　（色）
緑
黄
五　　色
紫
灰・鉛
銀
紺
その他
244
159
62
39
（29）
26
15
13
12
12
12
10
雪・吹雪・粉雪・雲・霧・夜霧・流氷・白百合・くちなし・アカシヤ・
サザンカ・スズラン・梅・鴎・灯台・ドレス・白樺・ハンカチ・小指・
うなじ・真珠・白壁・煙・コート等
紅・血・火・夕日・夕焼け・浜茄子・バラ・椿・ランプ・灯・紅葉・ネ
オン・茜雲・提灯・運命・命・意気・爪・愛等
空・海・水・涙・川・背広・灯・火・ランプ・蛍・ドレス等
ネオン・ライト・テープ・夢・虹・翼
髪・黒潮・ドレス・流れ・電話帳
桃・桜・貝・杏・コスモス・ひなげし・鳳仙花
空・山・海・街・色槌せる
森・谷間・高原・並木・草・風・木の葉
黄昏・菜の花・蜜柑・山吹・菊・タンポポ
花火・旗（大漁旗）・花嫁衣裳・石
煙・暖簾・桔梗・スミレ・あやめ・都忘れ・インク・夜
9　雲・空・背広・コート
5
3
各1
世界・ピアス・鱗・白銀
耕
金色・琉珀色・セピア色・鈍色・鶯色・エメラルド色
本人の原意識に白と赤を好む傾向がもとからあるのか，あるいは前述したように日本
の作物文化のシンボリズムが隠されているのか分からないが，日本人の性情の根底に
何かがあるように推察されるのである。
　第三に，次に多いのは赤のイメージ曲で，ここでは血とか命・意気・運命といった
生命と関係した言葉と結びついている。また火とか花の赤色のイメージも同じく情念
をシンボリックに表した代名詞とされている。明かりとかネオン，提灯といった盛り
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場を赤でイメージする背景には，都市の色彩感覚の基本的な色として赤色が古くから
意識されてきたとも考えられ，新たな問題をもっている。これは赤色のなかでもベニ
（紅）という唇の化粧具，あるいは頬紅など赤を身体に強調することによって，ハレ
を意識することとも係わっていると見られ，晴れ着をアカイベと称する民俗語彙があ
ることと同じであろう。そして特に近世の廓を中心とした紅の象徴は，都市における
日常的なハレ世界を代表するものであり，そこに日本の演歌のもう一つの性格すなわ
ち宴歌における粋（いき）とか通（つう）といった町衆の都市的感性が反映してい
る。
　また夕日のイメージを主題にしたものも多く，日本人の入り陽（日没）好きの一面
が表されている。すなわち太陽が没する黄昏時に無常観を感じると同時に，昼と夜と
の境目に冥界の入り口を意識し，しかも西の方位に浄土観を抱くという仏教思想の無
意識の影響も見逃すことが出来ないように思われる。
　第四に，青色のイメージの曲が三番目に多く，ここでは青空をテーマに希望に満ち
た正に晴れ（ハレ）感覚の表現である。海を扱う場合でも，青さを強調した海の表現
の場合も同じである。
　新入サラリーマンの代名詞である「青い背広」が何故青色でなければならなかった
のかは，前述したように青は未熟さを象徴しているからなのであろう。さらに，一方
で青い火・灯，青いランプ，蛍といった歌詞には微かな弱い光りを表現しているとこ
ろから，ここでも未熟さと青は繋がっているのかもしれないが，自らの弱い心情を青
い光りに託しているもので，きわめて北方的な日本人的感性を象徴しているように考
えられる。
　第五に，五色および七色のイメージを強調したネオンとか虻，夢，ライト，翼を題
材とした曲が多く，ここでは虹の光りのように自然を対象としながらも，実際には虹
を模した人工の光りの色がテーマであって，ここでは前述の赤の色彩イメージと同様
都市色彩の象徴性を感じさせる。
　すなわち仏教における五色（赤・青・黄・白・黒）のハレ性と着物の晴れ着に表さ
れる五彩（えんじ・緑・紫・黄・藍）など日本の伝統文化に使われる五色は，基本的
には祝祭文化の象徴と考えられる。従って五色および七色の光り空間は都市に作られ
た人工的な祝祭空間の最もシンボリックな表現であるように思われる。
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色のフオークロア研究における諸前提
5．　ま　とめ
　以上，色のフォークロアとして捉えられるいくつかの材料で，一体どのような対象
があり，どのような課題があって，どのような民俗学的研究の糸口があるのかを手持
ちの資料のなかから取り敢えず組み立ててみた。ここではあくまで研究の諸前提であ
り，結論は何も出せないのであって，すべからくこれからである。
　筆者の場合は，これまでに都市の民俗研究の立場から，都市のカラーシンボリズ
ム，民俗表徴としての色を，都市が農村と比較して極めて色彩的であり，それ故に都
市なのだといった視点からのアプローチで試みてきた。
　従って視点はあくまで都市性を問題にしている。しかし，実際にはこれまで確認し
てきた諸先輩の民間伝承の記録には色の記述が少なからずある訳で，まず第一にこの
基本的な民俗の色を一応確認しておく必要があると思われた。
　また，このような色に関する民俗学のデータと歴史学のデータとを付き合わす作業
は，これまでに一度も行われていなかったのであり，これからの課題となろう。
　いずれにしろ，民俗学研究方法論のひとつの課題として，日本人の色彩感覚の歴史
を対象にすべきであることを強調して，この稿を終えておきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1989・11・30）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本館　民俗研究部）
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Various　Prepositions　on　the　Folklore　Study　on　Colors
KoBAYAsHI　Tadao
　　The　purpose　of　this　paper　is　to　grasp　the　color　culture　mainly　of　the　urban
environment　in　Japan　from　the　viewpoints　of　the　history　and　folklore，　and
discusses　what　sort　of　materials　should　be　aimed　at　as　the　subjects．
　　Firstly，　the　ranking　system　of　colors　of　the　clothes　and　the　symbolism　in　the
ancient　and　middle　ages　in　Japan　are　outlined．　Then，　the　actual　states　of　colors
of　dresses，　props．，　theatesr，　etc．　used　for“Izumo　Kagura”，　a　folk　art　currently
performed　in　mountaill　villages　in　Izumo．city，　Shimane　Prefecture　are　shown．
Since　this　is　an　art　using　a　myth　as　its　theme，　a　question　is　proposed　that　the
symbolism　of　color　in　the　ancient　and　middle　ages　may　lie　behind．
　　Further，　from“Comprehensive　folk　vocabulary　in　Japan”compiled　by　YANAGITA
Kunio　and　other　folklorists，　the　words　that　show　four　colors，　white，　black，　red
and　blue　are　extracted　and　the　symbolisms　of　the　folk　natures　are　described．
Combinations　of　colors　such　as　white　and　black，　white　and　red，　white，　black
and　red，　etc．　are　shown　as　the　basic　subjects　of　color　symbolism　in　the　folklore
輌nJapan，　referring　the　exa皿ples　of　Akamata／Kuromata　ceremonies　in　Yaeyama
Islands，　Okinawa　Prefecture．
　　Finally，　the　words　of　783　popular　songs　often　sung　by　the　Japanese　are　studied
to　check　what　sort　of　color　image　they　have．　The　result　shows　that　words
representing　the　colors　are　used　frequently　in　the　order　of　white，　red，　blue，
seven　colors　and　black．　In　it，　color　preference　and　folk　symbolism　unique　to
Japanese　are　included．　It　is　emphasized　that　the　historical　study　on　the　color
sense　of　the　Japanese　is　important　as　one　of　the　subjects　of　methodology　of
the　folklore　study．
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